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これからの IT社会を支えるのは女子？

　フィンランドでは 2016 年のプログラミング教育が必

修化され，2 年前からプレカリキュラムが政府の Web

サイトで公表された．それに伴い，一般の塾やワーク

シ ョ ッ プ な ど の 活 動 も 増 え て き た． フ ィ ン ラ ン ド で

学校訪問を数回したが管理職のほとんどは女性だった．

そして国会議員の女性比率も日本に比べて多い．その

ような中でもプログラミングを専門に学ぶ率が男女の

人口比率に比べ，女性が少ないときがかつてはあった．

　 フ ィ ン ラ ン ド の リ ン ダ・ リ ウ カ ス（Linda Liukas）

氏はプログラミング女子の言葉を生みだしたレイルズ

ガールズ（Rails Girls）というワークショップを行っ

た．彼女を有名にしたのはそれだけではない．クラウ

ドファンデングでの絵本を作るプロジェクトを立ち上

げ，幼い女の子が読める Hallo Ruby という絵本をつく

るという行動を起こした．これらの活動は世界中に広

まり，何万人もかかわるものとなっている．

　フィンランドでプログラミングの授業を見ると，これま

でのプログラミング教育のイメージが変化するだろう．私

が見たフィンランド中学校の選択プログラミングの授業で

は男女ペアのグループワークで，ゲームのストーリーを作

ることから始めるものであった．ゲームを作るというこ

とは，どういったゲームにするのか，どんな登場人物に

するのか，そしてどうすると点数が入ったりクリアに

なったりするのかということも話し合う．模造紙に書

き込まれたアイディアを見ながら議論し，ゲームの全

体の展望を見てまたグループワークをする．女 子 が て

き ぱ き と 壁 に 模 造 紙 を 貼 っ た り 男 子 の 意 見 を ま と め

た り と い う 様 子 が 見 ら れ た． そ れ か ら パ ソ コ ン の 前

に 座 り プ ロ グ ラ ミ ン グ が 始 ま る． 女 子 が 意 見 を 取 り

ま と め て い る チ ー ム も 少 な く な い． 上 か ら 下 へ の ト

ッ プ ダ ウ ン で は な く な っ た 社 会 構 造 が 女 子 の 活 躍 を

後押ししている，との声もあった．

　そのような傾向は，昨年（2016 年）ドバイを訪問し

た際にも見られた．これは IT に高等教育がシフトした

ことがきっかけだったという．このままの状況で女性の

比率が高まっていくと，プログラミング女子が IT 社会

を支えることになるかもしれないという人もいた．ド

バイは 2020 年の万国博覧会開催に向け，多くのビル

が建設ラッシュである．十数年前はまったく何もない

砂漠で砂しかなかった場所にあっという間にリトルマ

ンハッタンといわれるくらいにビルが立ち並んでいる．

それを可能にしたのは，日本人が開発した海水を真水

に替える装置であり，建設現場の男性労働者たちでも

ある．一層の進化を遂げる国においてもプログラミン

グ女子の活躍が社会に影響を及ぼしつつある．

　

ITに関する最新情報や研究発表の場の提供を通じて，あなたのお役に立ちます．

詳しくは https://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください
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